
3
3リ
ヴ

)
1川
1
べ
っ
た
と
き
は
、
地
震
に
惜
克
て
低
速
走
イ

幅
減
出
官
事
吉
川
一
伝
送
一
行
に
帯
行
ず
る
D

ま
た
、
ヵ
ー
ラ
ジ
才
一
児
奮
さ
穫
の
対
策
一

還
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
な
ど
で
一
継
続
し
て
地
震
尊
重
通
情
季
語
恵
一
主
主
に
つ
一
い
て

う
情
報
を
知
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う

4
1聞
き
、
情
報
伝
じ
で
行
動
す
は
、
教
職
員
白
指
導

D
E星
雲

ず

る

。

「

ほ

ん

と

う

に

起

吾

る

の

か

」

若

質

ち

に

掃

宅

さ

せ

る

C
と
を
原
則
と
十

「
伺
を
し
た
争
よ
い
か
」
と
心
配
さ
れ
車
を
薩
い
て
避
難
す
る
と
き
は
、
で
る
。

る
ζ
と
だ
ろ
う
。

ι
ん
な
と
き
正
し
い
き
る
限
り
路
外
に
停
車
さ
ザ
る
ζ
と
。
た
だ
し
、
閣
児
や
児
童
生
徒
の
う
北

間
報
の
伝
わ
る
ん
!
ト
が
は
っ
き
り
し
や
む
を
得
ず
置
い
て
避
難
す
る
と
き
障
害
潟
に
つ
い
丈
は
、
朝
国
・
学
校
に
恒

て
い
れ
ば
安
心
で
き
る
。
ま
た
、
時
朝
は
、
送
路
町
左
側
に
寄
せ
て
停
車
吉
い
て
保
護
者
に
引
き
渡
す
。
ま
た
、
闘

の
内
容
に
つ
い
て
も
柵
刷
れ
て
お
〈
ζ
と
せ
、
エ
ン
ジ
ン
笠
明
b
、
車
の
キ
!
は
守
家
庭
の
麹
児
や
児
窓
生
挫
の
う
ち
品
目

が

必

要

だ

。

つ

け

た

ま

ま

に

し

、

ド

ア

は

ロ

ッ

ク

し

宅

壱

む

き

な

い

考

L
つ
い
て
は
、
状
況
か

啓
明
日
目
設
は
、
迅
返
、
正
確
に
全
市
な
い
。
判
掘
削
し
、
学
授
が
保
護
す
る
。

民
に
伝
述
さ
れ
あ
よ
主
に
す
る
。
伝
達
避
難
の
た
め
に
車
は
使
日
間
し
な
い
。

A
V

登
予
醍
時
、
在
宅
時
に
発
令
さ
れ
れ

方
法
は
、
ま
す
、
テ
レ
ビ
e
ラ
ジ
オ
で

A
V
欝
戒
官
量
一
言
内
の
交
通
窺
制
と
き
設
す
校
時
に
発
令
さ
れ
た
場
ぶ

伝
え
る
他
に
、
内
閣
総
四
四
大
包
か
ら
出
①
強
化
地
域
内
の
一
般
福
間
白
走
行
は
は
、
直
ち
に
婦
宅
ず
る
よ
う
指
噂
守

さ
れ
た
警
戒
口
汚
は
、
県
知
事
に
伝
え
協
力
制
鋭
す
る
。
る
。
在
宅
中
の
と
き
は
受
校
し
な
い
明

ら
れ
、
百
塚
市
長
に
知
器
と
屯
送
で
伝
①
強
化
地
域
内
へ
の
一
般
車
両
白
進
入
華
族
と
と
も
に
行
動
す
る
。

達

さ

れ

で

く

る

。

出

で

は

、

広

報

無

綿

は

制

限

す

る

。

「

i
l
i
-
-〈
j

室
じ
て
、
市
長
宮
市
誌
の
み
な
さ
③
強
化
地
域
外
へ
の
流
出
は
原
則
的
に
}
冷
さ
7
イ
一
戸
一

ん
に
い
ぜ
ず
る
己
と
に
な
る
。
乙
の
制
限
し
な
い
e

A

V

故
料
水
の
確
保

也
、
広
報
部
、
消
防
折
官
印
、
パ
ト
ロ

m
w
遊
離
路
お
よ
び
緊
急
輸
送
路
に
つ
い
水
道
事
業
者
は
、
居
住
者
が
緊
急
m

j
ル
車
、
す
イ
レ
ン
、
河
川
叫
な
ど
で
伝
て
は
、
世
先
的
に
そ
の
機
能
を
確
保
す
貯
水
を
や
y
る
ζ

と
に
留
意
し
、
増
加
寸

い
と
め
よ
コ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
を
出
わ
ず
町
ち
に
d
れ

す

る

。

返

す

る

刀

法

も

と

る

乙

と

と

な

っ

て

い

る

。

る

需

要

に

対

し

て

給

水

を

継

続

す

る

。

平
塚
町
で
も
、

ζ
の
折
託
訟
に
婆
づ

A
V
設

議

議

所

る

。

A
V
列
車
の
運
転
規
制

A
V
電
力
施
設
の
確
保

日
開
-
M
M
M
U
H
h
M
m一
一

一

一

切

所

(

;

二

凶

阿

川

同

一

を

刊

誌

記

お

お

れ

が

同

町

一

日

当

日

間

以

一

安

て

決

ま

っ

た

。

A
V

拠
点
義
組
配
情
聴
員
父
通
対
策
は
、
列
車
の
転
斑
に
よ
る
辻
栄
一
明
、
相
模
組
茅
ヶ
崎
駅
結
す
る
一
部
制
を
確
保
す
る
。

駿
wv
搾
を
巾
心
}
」
広
範
な
地

乙
の
拙
篠
山
災
強
化
計
闘
は
、
間
利
竹
山
地
に
は
、
イ
i
f五
学
科
氾
の
職
多
数
の
死
刑
制
喝
の
発
吃
防
止
。
路
k
の
強
化
地
域
内
を
通
転
中
の
列
車
は
、

A
V
ガ
ス
施
設
の
安
全
確
保

話

以

内

出

ド

ー

四

十

八

年

一

一

月

に

作

成

主

た

「

平

塚

臼

喜

す

る

05段、
そ
の

2
2
2室、
E
号
の
駅
ま
た
は
駅
付
近
の
雲
す
ガ
季
語
、
室
長
一
一
日
時
日

務
有
地
震
対
話
計
制
」
の
中
に
、
新
た
に
地
域
内
に
日
い
F
る
時
H
U
台
市
」
も
っ
て
あ
避
難
。
緊
包
柏
ソ
ヰ
や
投
忽
叫
踏
の
陪
笥
る
崩
所
に
停
止
・
待
機
す
る
。
て
も
、
ガ
ス
の
製
造
、
供
給
を
山

民
地
震
計
な
ど
の
機
認
が
設
校
さ
れ
て

昔
、
地
震
予
知
の
た
詰
誌
が
統
「
謀
議
に
か
か
る
告
対
錆
計
三
一
一
一
一
民
地
主
刊
行
(
室
長
ぺ
乙
喜
日
的
に
行
う
。

φ
パ

ス

の

運

行

る

が

、

発

災

時

の

ガ

ス

に

よ

る

)

け

ら

れ

て

い

る

ロ

限

」

が

加

え

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

o

品
)
と
者
タ
ヲ
る
ぷ
(
好
5
2
紋
)

A

V

運
害
者
の
注
意
事
項
神
奈
川
中
央
完
迎
で
は
、
現
在
検
討
害
を
防
止
す
る
た
め
の
庁
一

A
t
i
l
t
j
i
l
l
{
i
d
め

る

。

現

政

江

わ

が

発

ぜ

ら

れ

た

こ

と

を

知

中

。

じ

る

部

制

を

確

保

す

る

。

も
し
、
印
刷
側
デ
ー
タ
!
に
雲
市
が
発
一
謹
一
回
成
本
部
と
初
動
体
制
一

l

見
さ
れ
た
朗
自
は
、
六
人
の
哨
税
者
の

r
J
i
l
t
-
3
1
j
J〉
〉
〉
〉

i
〈

香

μに
よ
る
「
判
定
会
」
が
招
広
さ
れ

A
V
組
織
と
最
長
の
動
員

地
震
発
竺
の
前
兆
か
ど
う
か
を
判
定
す
市
は
、
加
盟
崎
山
口
一
パ
が
発
せ
ら
れ
た
揚

る
。
「
地
箆
M
M一
生
の
恐
れ
あ
り
」
と
判
合
、
日
ち
に
平
塚
市
地
時
災
計
持
時
五

定
さ
れ
た
崩
白
は
、
缶
詰
庁
長
口
が
内
部
を
設
置
す
る
。

間
縄
問
山
大
医
に
報
告
し
、
内
閣
縁
縄
大

φ
地
埠
拠
点
基
地
房
設
置

践
が
「
簿
成
立
ど
を
発
令
す
る
。
災
一
山
対
罷
は
、
ま
す
情
報
の
収
吃
伝

そ
れ
で
は
、
平
塚
市
白
地
震
防
災
計
速
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

両
で
ど
の
よ
う
に
対
舗
を
立
て
て
い
る
モ
こ
で
、
地
震
予
知
よ
り
地
震
発
生
に

の
か
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
よ
と
も
な
う
一
連
の
出
災
出
動
を
行
う
に

う

。

は

、

刑

制

打

ボ

山

動

口

対

前

で

令

市

苛

め

災

汗
に
対
的
問
ず
る
に
は
悶
肘
で
あ
り
、
初

司
一
無
欝
戒
鶴
一
焚
φ

動
体
制
の
強
化
を
は
か
る
一
た
め
、
市
内

，

を

二

十

一

フ

ロ

ッ

ク

に

分

け

、

そ

の

地

川

潤

舗

の

内

鷹

山

境

内

に

拠

点

選

(

語

拠

点

)

喜

-

E

a

け
、
本
部
と
地
域
を
結
ぶ
連
絡
基
地
と

昭
和
五
十
三
年
六
月
十
四
日
、
大
規
ず
る
。
ま
た
、
日
主
防
災
組
織
(
自
治

模
地
震
対
簡
特
別
措
陵
法
が
必
市
さ
れ
会
な
ど
〉
と
連
絡
を
需
に
し
、
地
填
白

た。

ζ
の
措
置
は
、
地
震
の
箆
前
予
知
情
報
の
伝
達
、
被
告
状
況
の
は
握
に
揖

が
行
わ
れ
た
混
合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
め
、
救
詮
友
助
治
動
が
円
滑
に
行
わ
れ

じ
め
防
災
幅
制
を
整
備
し
て
お
き
、
予
る
よ
う
地
域
内
の
支
援
活
動
者
行
う
。

知
さ
れ
た
と
き
に
「
警
戒
塞
一
世
田
」
を
合
⑫
地
域
拠
点
葉
地
の
設
置
喪
件

図
に
関
偶
者
が
協
力
し
て
、
い
っ
せ
い
盤
戒
中
嘉
吉
が
発
せ
ら
れ
た
揖
ム
『
ま

に
地
境
問
災
仔
覇
者
と
る
ζ
と
に
よ
っ
た
、
災
害
が
苑
守
し
車
部
長
(
市
長
〉

て
、
地
擦
に
よ
る
被
害
を
簸
小
岡
田
に
〈
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
昼
間
・
夜

品E
E大
島
近
海
地
震
に
よ
る
大
ぎ
な
地
割
れ

マ
近
い
将
来
、
溶
融
地
震
が
起
ζ
あ
恐
れ
が
あ
る
と
一
吉
わ
れ
て
い
あ
が
、
最
近
の
「
地
震
学
」
の
進
捗
ム

マ
は
、

ζ
め
地
伐
の
発
生
事
品
削
も
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ζ

F
品
川
可
能
と
な
っ
て
き
た
固
地
援
が
予
知
さ
ム

マ
れ
、
事
前
に
十
分
な
備
え
が
で
き
一
れ
ば
、
死
省
を
ゼ
ロ
に
す
る
ζ
と
も
可
出
荷
」
旬
し
か
し
、
ひ
と
つ
間
ム

マ

47え
ば
柏
市
M
の
起
C
J
Q
前
に
大
混
乱
と
な
る
と
と
b
あ
る
。
そ
ζ
で
二
ハ
ヨ
一
日
に
開
か
れ
た
平
塚
市
ム

マ
訪
究
会
議
で
決
ま
っ
た
「
地
反
抗
災
強
化
訂
防
」
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
市
民
白
み
な
ム

マ
さ
ん
が
欝
戒
立
一
計
九
乞
ど
の
よ
ろ
に
む
か
え
た
ら
よ
い
か
一
時
に
考
え
て
み
よ
う
。

2 

れ
る
訓
練
は
、
午
前
十
時
か
ら
十
二

時
ま
で
を
予
定
し
て
お
わ
九
対
象
地

域
は
、
港
地
区
全
誌
と
花
京
地
区
C

Z2D、
八
重
暁
町
'
松
風
町
・
袖
ケ

九
月
一
日
(
月
〉
に
、
平
塚
市
ぞ
る
部
制
」
と
、
大
規
模
地
誌
発
生
後

φ
地
反
発
生
の
想
定
は
、
①
九
月
一
浜
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

会
場
と
し
て
、
県
と
窓
口
同
の
純
白
の
初
期
消
火
、
避
難
、
給
水
、
新
食
日
午
前
六
時
間
十
分
、
気
象
庁
は
東
訓
棋
に
草
加
す
る
同
法
盟
主
ヘ

ζ

防
災
訓
川
刊
を
実
弛
ず
る
。
電
気
、
ガ
ス
・
水
道
夜
回
、
油
火
災
海
地
域
の
地
提
観
測
デ
ihAに
異
常
の
地
域
白
金
再
治
会
、
市
医
師
会
、

こ
の
部
制
は
、
内
陵
地
大
問
か
れ
火
な
ど
の
長
一
災
対
応
訓
前
」
在
主
発
見
し
、
直
ち
に
地
震
防
災
対
策
東
京
電
力
、
平
塩
建
設
業
窓
口
、
ト

ら
地
震
災
持
に
閑
却
す
あ
暫
戒
心
町
一
円
が
併
サ
て
実
施
す
る
。
強
化
地
場
判
定
会
を
招
襲
、
②
八
時
一
フ
ッ
ク
協
会
、
平
壇
管
工
業
協
同
組

発
令
さ
れ
、
己
れ
が
を
げ
て
お
仮
災
予
知
情
報
に
対
応
す
る
訓
制
は
、
十
分
判
定
会
炉
開
催
苫
れ
、
九
時
に
合
、
危
険
物
安
全
協
会
自
衛
消
防
肱

詩
的
U

曲
川
本
部
の
ぷ
習
い
を
は
じ
め
、
市
会
場
を
市
役
所
と
レ
、
務
災
対
応
の
内
閣
総
理
大
町
は
繋
戒
宣
百
を
発
墓
R
ガ
ス
他
品
調
印
開
官
公
庁
等
で
、

山
氏
そ
の
伯
へ
の
予
知
情
報
の
伝
達
を
部
地
は
、
削
4

限
海
岸
公
闘
と
決
め
て
令
、
①
十
時
大
規
筏
地
渓
軒
先
生
、
平
静
加
延
べ
人
員
は
、
約
六
千
人
を
予

中

心

と

す

る

「

予

知

情

報

に

対

応

す

い

る

。

塚

市

内

の

駕

度

は

六

、

と

し

て

い

定

し

て

い

る

。

ら

る

o

w

R

制
県
知
事
は
、
ヘ
リ
J

コ
プ
タ
i

題
⑫
市
役
所
に
お
け
る
割
引
話
、
会
臓
で
訓
練
会
場
に
飛
来
T
る。

創
長
交
対
象
と
し
、
午
前
八
時
一
一
一
十
分

φ
当
日
は
、
地
震
の
卦
惑
阿
世
吾
妻
高
田

口
同
山
芹
ま
で
に
①
由
市
域
・
大
野
〈
盤
固
を
按
直
ち
に
、
サ
イ
レ
ン
や
梢
防
分
回

け
端
除
〈
)
在
住
の
職
員
は
撃
で
、
②
の
半
鐘
若
鳴
ら

Z同
時
に
、
市
長

七

都

そ

の

怖

の

市

内

在

住

君

、

徒

苦

か

ら

金

再

起

宅

堅

益

た
ば
向
転
車
で
、
③
市
外
か
ら
の
逮
捕
鯨
〔
広
報
無
蹄
〉
在
使
い
、
警
璃

き
ろ
警
は
、
一
定
の
接
府
官
一
撃
で
白
書
発
雲
市
民
へ
り
呼
び
か
け
白

こ
市
役
所
に
登
庁
し
、
非
常
配
備
に
つ
放
遜
を
仔
ぅ
。
都
議
な
り
で
お
間
違

と

と

一

;

ζ

と

い

由

な

い

よ

ラ

に

o

A
V

一
方
、
湖
南
海
岸
公
開
問
て
異
施
さ



合
い
な
が
ら
、
初
期
梢
火
や
故
誕
に
あ

た
れ
ば
偏
人
目
同
信
も
の
力
が
出
せ

る
。
災
山
富
を
大
栄
町
〈
し
な
い
た
め
に

も
、
地
域
の
人
々
自
白
強
的
な
防
災
組

職
、
す
な
わ
ち
「
自
主
防
災
組
棋
」
が

必
曇
と
な
る
ロ

ー
し
た
が
っ
て
、
現
在
組
織
さ
れ
て
い

部
品
自
治
会
前
内
会
な
ど
む
会
長
さ
ん
が

お
中
心
と
な
り
、
地
域
の
前
災
に
詳
し
い

斡
方
々
と
と
も
に
「
自
主
防
災
結
構
」
を

瑠
っ
く
り
、
防
災
訓
訓
練
苦
行
い
、
白
む
ろ

融
か
ら
大
地
震
に
備
え
て
い
た
だ
き
た

印
刷
い
。

防
白
主
防
災
一
組
織
に
つ
い
て
詳
し
く
一
知

り
た
い
方
は
的
防
本
部
品
災
謀
、

一
東
海
選
に
備
え
て
白
書
の
襲
撃
強
化
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
。

ζ
れ
に
よ
っ
て
、
京
市
田
一
塁

一
対
警
霊
的
に
は
怒
っ
た
こ
と
足
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
市
民
の
み
な
完
皇
に
よ
る
紡
災
対

一

需

主

義

と

な

る

ζ
定
詰
幻
は
な
い
。
九
月
一
品

G
5
H」
き
か
え
て
、
乙
乙
長

一
蓮
華
道
ん
だ
の
で
、
ぜ
ひ
む
一
警
。
そ
し
て
、
大
選
重
量
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

主校

の

そ
れ
で
は
、
事
経
地
筏
が
起
き
た
た
神
品
川
県
防
災
企
議
の
試
訴
に
よ
技
師
附
は
、
次
白
と
お
D
。

ら
ど
の
よ
吉
ー
な
執
円
が
想
記
さ
れ
て
る
被
告
感
?
と
f
一
は
、
あ
る
冬
白
タ

A
V
建
物
の
被
害
関
東
大

い
る
か
ま
ず
み
で
み
よ
う
e

方
、
脚
内
川
凶
問
b
t
将
棋
と
し
て
マ
グ
ニ
は
、
滋
匂
川
、
相
償
川
の
時

平
塚
市
強
化
計
留
の
基
憾
と
な
っ
チ
コ
!
"
ト
八
・

O
の
均
炉
、
の
地
災
が
壊
ギ
五
δ
制
引
に
遣
す
る
大
量
な
被
害

E
i
}

苑ハ
7
じ
た
と
設
定
し
て
い
み
。
こ
の
が
超
垂
で
い
る
。
東
海
地
縫
で
は
、

声
声
件
横
戸
人
人

引山市出

m
u
m
m
w
お
制
抽
「
占
綿
氾
2
Lよ
れ
ば
、
京
市
は
成
度
池
波
討
は
関
東
入
籍
聞
に
比
べ
で
は

出

川

崎

7
引

M
M
M
日
大
の

2
K持
わ
れ
、
木
造
建
物
る

E小
さ
い
が
、
相
桔
川
護
で

4

3

3

二
千
九
日
日
二
十
問
却
が
全
半
壊
す

桝
鋼
一
昨
断
僻
…
浩
一
…

r…
ぁ

。

被

害

は

ゼ

ロ

に

4

の

下

」

ぺ

1

6

J

J
イ
市
内
で
は
ニ
イ
二
件
白
火
災
が
発

濃

県

8
m
引
回
目
お
生
し
、
そ
?
っ
ち
七
仲
が
炎
上
、
六
い
ず
れ
に
し
ろ
、

ζ
れ
ら
の
被
害
所
、

対

千

二

白

二

十

八

葉

山

川

焼

失

す

る

。

湾

住

地

伎

が

予

知

さ

れ

な

か

っ

た

い

、

損
害
興
説
教
政
情
者
名
さ
ら
に
打
出
れ
、
が
け
泊
れ
も
円

東
弘
一
立
…
…
諸
制
民
間
し
、
服
装
一
一
子
八
人
、
負
出
走

建

v

出
脱
出
樫
死
千
五
百
五
十
六
人
止
に
の
ぼ
る
。

神田中学校 54-1623 大神、吉原
大住中学校 54-0626 掛所、北豊田
揖島小学校 55-1550 11噸軒高、メ~l;.ff~ 下品
中原中学校 33-2151 中居えと宿t一部、要菱自本郷

平等寺、南豊田

重華街小学校 31-1522 ;む盤也、打開末、宮下、東
畳間、小悦

岡崎小学校 58-0158 開輔、ふじみ野
県立平壇聾護学校 58-0456 飯島
金田小学校 58-1128 寺窃縄、入野、長持
東海大学 58-1211 真缶、北金自
金自小学校 58-0020 南金目
金旭中学校 58-0151 干須谷、広111、片岡
趨 小学校 32-0136 袋詰、線、河内、徳延、根

勝旗小学校 34~2520，
l 出崎、万回、山下、高根

山棋中学校 34-2530-'
土盟小学校 58-1414 土自
土沢中学校 58-6680 上宙沢
吉沢小学校 58-0432 下吉沢

ご
で

i
b
E
i匝
富

市

は

災

害

時

に

術

文

一

、

市

内

の

業

者

自

主

勝

災

鑑

識

を

二

割

、

品

円

的

な

ど

の

出

宮

舎

を

結

ん

で

い

る

。

宮

市

内

一

一

十

一

力

所

に

、

情

報

道

一

一

;
j
1
}

を
し
て
も
ら
う
よ
う
問
答
信
結
ん
で
い
ま
た
、

ζ
れ
ら
の
臨
念
物
伐
か
輸
送
と
も
い
う
べ
主
拙
域
拠
罰
法
地
主
設
俊

隣

り

近

所

で

助

け

合

お

う

る

。

す

る

た

め

、

ト

一

フ

ッ

ク

協

会

F
ち
協
定
」
@
る
。
(
一
部
に
記
述
し
た
と
お
り
〉

協
中
止
を
結
ん
で
い
る
世
主
は
、
市
内
世
結
び
、
万
全
ぞ
加
す
石
市
一
刊
で
い
る

ζ
白
恭
一
地
は
、
地
震
が
起
舌
た
と
き

拙
震
予
知
に
よ
り
帯
時
げ
は
持
い
が
発
令
れ
、
防
災
地
域
の
地
白
山
川
酬
を
、
試
ち
田
容
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
終
ハ
ン
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
一
一
二
一
行
分
ど
こ
の
財
所
で
、
ど
の
く
ら
い
の
被
告

白

:

・

さ

れ

る

と

、

た

だ

ち

に

、

「

地

銭

円

去

に

2
2悲
し
〈
な
る
。
調
書
、
米
穀
加
毘
と
米
娘
小
売
刊
の
車
、
差
是
、
口
約
す
る
よ
う
が
出
た
か
在
智
、
奈
謀
本
部
と

一

一

一

一

日

時

の

や

鋼

材

開

科

目

白

目

白

山

口

広

一

日

間

費

量

に

つ

い

E薬
剤

副

会

葬

し

た

い

。

持

品

持

詩

日

屯

で

理

え

撃

つ

む

構

え

を

um杭
鰐

MMMUmmuud白
山

槽

一

報

時

拠

点

基

地

苧

む

片

山

河

町

針

転

引

い

れ

J
主

語

宮

山

ザ

d
ふ

干

絡

を

と

り

、

金

山

室

伊

て

防

災

机

酌

桶

的

に

行

っ

て

い

た

喜

た

い

。

伝

達

に

つ

と

め

、

書

担

軽

減

を

は

か

を
行
う
C
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
己
で
、
市
民
一
人
ヤ
止
が
日
む
ろ
大
地
縫
が
お
き
た
あ
と
は
、
閉
山
乱
に
オ
?
7
レ
ピ
伊
通
じ
て
正
彼
な
的
報
を
る
た
め
の
拠
点
培
地
と
す
る
。

融
茶
室
膏
が
発
令
さ
在
と
き
に
、
く
な
る
。
相
暗
転
中
「
護
ぽ
さ
を
知
る
崩
所
刃
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
臨
戒
し
か
し
、
有
擦
に
大
地
震
が
起
き
た
か
ら
一
去
の
身
は
り
升
で
守
る
」
と
景
じ
て
さ
ま
き
ま
な
デ
マ
が
と
ぶ
こ
と
得
る
己
と
は
先
然
だ
が
、
釘
近
に
的
報
現
地
に
は
、
そ
の
地
域
に
在
住
す
る

い
た
ず
り
叩
あ
わ
て
た
仔
動
を
と
っ
て
っ
た
人
は
、
そ
の
崩
に
い
る
禁
容
由
貿
官
官
同
車
さ
れ
た
と
き
は
、
熟
知
し
た
ら
、
警
の
不
通
、
重
量
君
、
い
う
、
心
構
v

一
え
と
栴
輔
が
必
要
と
な
つ
が
あ
る
。
を
え
ほ
「
二
時
間
接
に
ま
寄
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
助
か
る
し
、
十
人
か
ら
十
五
人
程
度
の
職
員
を
配
備

は
、
か
え
て
パ
ニ
ッ
ク
者
一
引
き
起
こ
指
示
に
従
う
。
ま
た
、
い
っ
せ
い
に
屯
環
境
白
自
宅
宮
大
地
盤
を
場
え
畢
っ
て
掘
の
崩
壊
、
水
道
の
断
水
、
火
災
な
ど
て
〈
る
E

し
か
し
、
由
人
や
憲
一
睡
の
力
た
大
地
鍵
が
起

5
2
「
障
波
が
や
っ
ま
ど
わ
ず
に
す
台
。
そ
己
で
、
平
塚
市
す
る
。

れ

七

十

一

れ

れ

詩

位

性

向

山

江

戸

町

刊

誌

は

パ

vた

F
Zなる。

gL差す
る
こ
会
予
想
さ
長
限
界
が
君
。
陣
り
近
所
で
助
け
て
く
る
」
を
え
な
主
ご
ブ
ジ
語
、
事
且
吾
口
事

2
2

さ
れ
た
と
き
に
、
住
民
一
人
一
人
需
主
だ
ん
か
ら
話
ト
語
っ
て
お

ζ
2
1
i
l
-
-
J
/

慧
判
断
主
行
動
を
と
る
ζ

と
が
大
⑤
襲
撃
ど
の
安
全
に
注
感
し
よ
う

f

/

i

l

l

・'

切

。

灯

油

、

ベ

ン

ジ

ン

、

貴

用

油

な

ど

時

工

こ
の
た
め
、
望
書
時
m
V心

得

と

え

や

す

い

も

の

は

、

安

全

容

に

静

一

校

生
活
十
原
則
を
守
っ
て
い
た
だ
し
、
容
認
議
そ
う

eLJ夕
刊

一

学

き

た

い

。

話

予

言

克

せ

ん

を

し

め

、

1

↑

①

掛

①

疋

し

い

槽

報

を

つ

か

み

市

静

に

行

動

な

い

よ

う

に

鎖

な

ど

で

一

固

定

し

て

あ

る

」

神

し

よ

う

か

確

か

め

よ

う

。

1
i
L

テ
レ
喜
一
フ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
語
家
主
義
篇
意
し
よ
う

nトハ
'
j
J
、
¥
1
1
1
/
r

に

入

れ

て

お

こ

う

。

ま

た

、

市

役

所

や

万

一

火

が

出

で

も

す

ぐ

消

せ

る

よ

う

て

/

潤
防
器
、
萄
議
暑
な
ど
の
情
報
に
は
た
情
火
穏
や
パ
ケ

y
に
水
を
入
れ
て
用
意

J

え

ず

注

意

主

っ

。

し

て

お

言

。

ま

士

、

梢

火

器

許

可

iol'ー
/

②
身
の
間
百
円
安
全
務
議
か
め
よ
う
方
を
確
か
め
て
お

ι
3。
ふ

ろ

に

も

ポ

九

一

f

?

i

j

/

/

と
め
あ
え
ず
身
を
お
ノ
場
所
を
穫
か
を
強
る
う
。

j
J

め

よ

う

。

震

い

軍

再

は

墜

に

と

め

、

高

@

身

軽

で

安

全

一

な

服

装

に

置

が

え

よ

う

¥

い

と

乙

ろ

か

島

重

い

も

の

や

ガ

一

フ

ス

類

作

業

に

も

誼

利

で

、

終

懇

の

場

合

モ

¥

を

お

る

七

玉

。

む

ま

ま

逃

げ

ら

れ

る

縦

装

に

す

ぐ

替

が

¥

①
火
は
で
き
る
だ
け
使
b
な
い
よ
う
に
え
ふ
う
。
ず
き
ん
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
用

rノ

し

ょ

っ

窓

し

て

お

ζ

ぅ。

|

|

J

/

や

む

毒

ず

幸

使

う

と

き

は

、

モ

①

ラ

ジ

オ

、

望

書

、

震

響

曲

芸

池

一

一

宮

人

が

い

る

き

に

す

る

か

、

地

震

非

常

持

車

し

も

局

窓

し

て

君

事

基

一

「

で
自
動
的
に
情
え
る
も
白
に
限
ろ
う
。
認
し
よ
う

J
、一

f
J

量

聖

書

室

壊

な

ど

急

空

襲

警

の

連

緒

方

法

を

議

認

す

る

点

一

ー

主

つ

寵

族

が

出

動

し

た

め

大

学

校

に

行

つ

:

一

¥

一

一

一

日

分

ぐ

ら

い

宗

と

暴

露

窓

て

い

る

と

き

に

、

豊

富

ぎ

る

と

最

拠

…

fIei--

富士見小学校 31一日049 豊原町
平埋沼崎 高校 31-2066 諏訪町
平揖開業 高校 31-2385 中盟
平塚両ヱ業技締高校 31 田17 輯ケ民
春日野中学校 SI-Q420 平塚
平援農業 高校 31-0944 達上ケ丘、 k平理
八幡小学校 22-3773 東八幡 1~5丁目、西八幡

1~4TEl 

大野小学校 55--1065 凶之官
真土小学校 54一回27 真土
大野中学校 55-1568，中原上宿白一部、東中原
松が丘小学校 54-1624-' 1 ~ 2丁目
神 g碗足 中 学 枝 23ト一一毛62幻15 中原上r宿吉、下摺の一自部百

1~2 丁呂、軒町、大原

中原小学校 3ト由49 害原 3丁B、御殿 1~3T

南蔵小学校 32-7882 南原 1~3T呂、南原

横内小学校 55-25oO 構内
神間小学校 55-0血渇「

i 関村
相模小学校時一∞22_j

名

気代宮町

点領堤

、手由ィヶ揖



し
よ
う
α

も
気
が
か
り
な
の
は
家
艇
の
安
街
。
モ

貴
畿
を
あ
わ
て
て
賢
い
に
外
へ
出
る
う
い
う
場
合
に
そ
な
え
て
、
日
宅
か
ら

の
は
危
晩
、
臼
と
る
か
炉
提
惜
し
て
お
の
避
難
掛
所
だ
け
で
な
ぐ
、
準
加
・
通

こ
う
。
ふ
ろ
に
も
水
を
議
吾
主
管
お
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
白
描
ん
い
に
応
じ

⑤
自
動
車
、
毎
舗
の
慢
用
は
鹿
織
し
よ
て
、
い
く
つ
か
の
一
時
的
な
必
部
品
川

う

や

一

時

討

を

寄

せ

る

知

り

合

い

の

寵

な

み
ん
な
が
単
明
遂
げ
幸
っ
と
す
れ
ば
ど
を
決
め
て
お
き
、
そ
の
挫
の
述
神
間
の

交
官
瑚
捗
帯
で
、
結
局
ど
の
車
も
動
け
な
方
法
を
世
め
て
お
〈
己
と
が
必
製
1

の

警
戒
宣
言
で
は
避
難
し
な
い

関
東
大
盤
災
で
大
き
な
誼
害
者
受
け
う
一
避
難
地
、
特
に
事
避
難
期
限
に
お
い

た
自
は
、
地
域
の
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
怒
て
は
広
域
避
難
場
所
と
し
て
折
定
し
て

い
思
い
の
行
動
老
し
、
計
閥
的
な
避
難
い
る
。

c
B広
域
選
難
場
所
は
、
閣
り

行
動
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
が
火
の
掘
と
な
っ
て
も
、
輔
射
熱
(
ふ

れ
て
い
る
。
平
壇
市
で
は
、
避
難
地
区
〈
し
ゃ
ね
つ
〉
か
ら
身
を
守
る
己
と
が

の
区
弥
と
し
て
、
市
填
を
鳶
ベ
い
謡
、
で
き
る
安
全
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

周
辺
む
空
審
地
等
白
状
訴
を
考
慮
し
て
(
別
衰
の
と
お
り
〉

要
避
難
地
区
お
よ
り
任
意
避
難
地
区
に
そ
乙
で
、

ζ
の
広
域
避
嬬
場
所
が
多

区
分
し
て
い
る
。
少
速
く
て
も
、
遣
い
か
ら
行
け
る
わ
け

。
婆
議
難
地
区
火
災
が
迩
焼
拡
大
の
が
な
い
と
は
じ
め
か
ら
決
め
つ
け
て
、

恐
れ
突
き
高
節
避
難
の
委
の
勝
手
な
崩
霊
提
し

τ左
産

す

る

あ

る

即

時

壊

。

白

は

、

浅

い

道

の

り

を

事

い

て

い

く

危

守
任
意
避
難
地
区
周
辺
自
閉
事
地
な
倹
よ
D
、
も
っ
と
均
投
。
ま
た
、
混
乱

ど
安
全
な
溺
討
に
容
易
に
避
難
官
き
る
を
珂
引
き
起
こ
す
も
と
に
な
る
。

区

域

。

上

手

な

選

難

の

条

件

の

一

つ

と

し

て

ζ

の
よ
う
に
大
地
態
発
生
に
際
し
、
遊
離
損
所
へ
行
〈
ま
で
白
い
〈
つ
か
の

一
時
的
L
避
難
す
る
暫
定
選
難
地
(
市
経
路
を
知
っ
て
お
〈
己
と
だ
。

は
特
に
指
定
し
て
い
な
い
か
、
自
主
妨
な
お
、

ζ
の
広
場
経
繰
溺
所
は
、
あ

災
総
甑
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
じ
く
ま
で
も
周
り
が
火
の
海
と
な
る
よ
ラ

て
い
た
戸
と
ζ

と
か
よ
い
主
考
え
ら
れ
な
危
険
が
追
っ
た
と
き
で
、
鞭
班
墨
田

る
〉
と
、
火
交
由
延
焼
拡
大
に
と
も
な
が
出
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
避
難
す

f手
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避難収容所一覧表
避難収容所電話番号大学・町名

太洋中学校 21--0419 高浜台、夕陽ク丘、
滋 小学校 21-叶412 幸町、札場町
県立高浜 高校 21-0418 千石間陣、須賀、氏
誤信中学校 31-0479 八重!民町、松鼠町、

桃誤用f
花水小学校 31-0843 篇掛タ丘、車工タ揖
専売公社体育館 32-3151 黒部丘、葱平
なでし己小学校 34-1600，

1花水台、撫子原、
平器工業高校 31-0417..-J
松原小学校 21，-0413 八千代町、若松町、

軍配I、天沼、中毒
江陽中学校 21--{)414 宮松町、宮の高官、曳

谷町、羽石町、設盟理

器善小学校 32-0158 立野町、見附町、議
壕軒筒、追分

平埋ろう学校 32--{)129 富富士見慰、大原

地域拠点基地設置か所
太洋中学校 千石何時、高揖台、寺町、札場町、須賀

潟小学校 夕陽ケ丘、代官町、久領饗

7E水小学校 八重咲町、桃>r¥IDJ、松田町、袖ナ担、諾域タ
丘

なでしζ小学校虹ケ浜、主主平、花水台、黒部丘、撫子旗、唐

b'lli': 
平器、棋..丘、中虫、逮上タ丘、監査原町、富

士見町、 ~R訪町、上平塚

立野町、浅間町、平壇新宿、見附町、関おHlJ I
錦町、紅谷町、宗町、宮の郎、宮松町、 i阜分 j
老松illr、八千代前、天沼、倒木町、中堂、篤 i
入本町、罵入、長時、堤UJ
東八幡、 EljJ¥i幌、八幡

同之宮

中原上宿、車中原、新日町、大原

中原、御殿、中原上宿、中原下宿

南廃可
否際、大神、田村、横内

大印、 /J噸型語、下時、棋所
議出平等寺、打間末、小畿、宮下、本郷、南、

車、北豊田

岡崎、ふじみ野

寺沼縄、入野、長持、飯島

公所、根坂間、出縄、万問、高根、山下、河

内、徳延、纏、高村

広111、片岡、千須谷、南金目、北金呂、真国
土盤、上吉沢、下吉沢

富士見小学校

主詰善小学校

八縮ノj学校

二大野小学校

真土小学校

大野中学校

中露むJ、学校
用車王小学校

神田小学校

誠島小学校

豊田小学校

松原小学校

時総小学校

金田小学校

旭 /J暗唱

金目d情詳校
土屋小学校
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火

の

元

の

点

検

を

第

一

に

に

招

集

に

音

、

裏

庭

重

っ

て

軍

で

あ

る

の

か

、

素

人

で

す

か

E
L
人
は
む
と
す
ま
持
っ
て
学
校
へ
か
け
銀
行
へ
震
し
に
行
っ
た
お
ば
あ
さ
飛
ん
言
で
、
横
浜
童
話
芸
白
老
町
で
す
。

む
下
敷
き
白
人
在
二
、
一
一
一
人
団
員
手
扇
か
D
ま
せ
ん
が
、
+
分
議
査
あ
必
饗
が
つ
け
、
は
h
u

を
弱
っ
て
出
し
た
乙
と
を
〆
ん
が
、
コ
y
ク
ロ
ー
ト
に
押
さ
れ
て
し
者
た
ち
の
ζ

幸
孝
、
ず
い
ぶ
ん
心
配
し

柳
川
芳
男
さ
ん
〈

E
e
北
金
目
玉
一

O

け
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
特
に
な
〈
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
暴
露
p
r
r
ま
っ
セ
助
げ
る
に
は
廷
を
切
ら
ね
ば
上
野
の
出
も
入
で
い
っ
ぱ
い

な
ど
は
、
担
行
の
中
で
転
が
っ
ち
ゃ
つ
も
う
一
つ
、
重
水
で
す
が
、
当
時
弘
欝
夕
、
出
ぜ
な
い
が
、
医
者
も
い
な
い
。
近
所

曜

仁

門

事

j

;

て
い
る
ん
で
て
だ
か
ら
大
地
畿
の
さ
議
霊
草
子
ト
は
非
常
に
摺
品
き
が
孝
子J
ま

し

韓

併

鮎

砕

か

さ

ど

ー

か

ら

火

事

が

出

て

、

と

う

と

う

助

け

る

霊

君

子

さ

ん

(

朗

容

宮

松

町

s
i
m

恥

et
£

〓

納

給

与

、

ガ

ス

の

せ

ん

を

し

め

ろ

と

い

っ

ー

も

麟

J
欝
た
が
、
豊
田
あ
た
り
は
こ
れ
が
企
郡
山
だ
麟

j

鵬
問
機
臨
機
己
ー
が
で
き
ず
儲
け
て
専
な
り
ま
し
東
京
e

需

に

住

ん

で

い

ま

し

た

し

だ

度

七

く

ら

い

で

は

倒

れ

な

い

と

同

j

v

h

襲

た

っ

て

五

分

間

接

喜

出

せ

な

い

自

で

/

誌

類

議

め

に

な

っ

て

し

ま

っ

セ

井

戸

は

告

示

議

襲

撃

警

護

た

そ

の

日

は

学

校

へ

行

く

自

で

長

、

母

親

仁

誘

導

員

、

言

2
2倒れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

日

/

欝

警

警

は

な

い

か

。

食

糧

と

か

水

と

か

は

議

/

襲

警

暴

競

っ

て

E
S
Z現在

j

ま
す
、
一
番
良
一
苦
情

7
E
E
5痛〈
な
さ
震
長
野
へ
逃
ぜ
ま
し
た
占
の
山
は
も
う
自
震
に
撤
去
を
議
む
の
が
せ
い
ぜ
h

慰

霊

号

、

J

三

重

3
悼
験
し
た
申
で
は
一
帯

!
i
z
z非常
に
散
歩
き
な
が
明
切
な
こ
と
還
な
い
か
と
患
い
ま
し
だ
脱
い
だ
請
を
た
ん
す
に
入
れ
人
が
い
っ
ぱ
い
で
宗
る
と
と
も
で
吉
ぷ
う
こ
と
で
す
ね
。

5
3

義

重

要

な

ι、語
審
問
主
外
へ

:

Z

2

っ
て
い
ま
す
。
一
重
き
と
は
襲
覚
え
で
い
ま
す

0

7

宍
そ
ば
の
量
置
の
警
一
夜
道
マ
放
送
が
ζ
れ
も
ま
た
己
示
。
避
難

地
大
地
震
の
時
私
堅
実
号
、
金
出
て
プ
ロ

r
yの
も
と
を
ど
め
る
た
そ
の
「
ん
と
L
幸

せ

で

し

ア

ホ

で

す

か

ら

、

現

在

あ

る

井

戸

実

事

近

く

の

竹

や

ぶ

へ

逃

げ

込

む

島

襲

〉

む

し

ま

し

こ

。

所

も

は

っ

き

り

わ

か

ら

な

い

a

予
報
担

ノ
告
の
諜
野
県
霊
長
行
に
き
な
?
っ
て
い
る
五
三
戸
内
臼
は

iっ
て
プ
ロ
パ
ン
が

2
8
2裂
も

肝

要

て

理

f
事

mLZ配
だ
と
い
う
乙
と
た
め
に
か
え
っ
て
霊
も
起
告
患

で

そ

2
5
5
5
;一患
っ
て
も
ら
い
た
い

o
d
Lを
て
い
ま
す
。
乙
れ
が
あ
は
な
い
か
、
モ

5
2言
兜

し

て

渡

幸

之

助

さ

ん

(

議

選

一

一

五

六

四

輪

γ長
撃
で
、
火
事
の
中
ト
ま
し
だ
川
ゃ
い
、
ζ
れ
は
一
霊
し
い
己
主
て

の

ク

Y
2奪
三
、
表
へ
飛
ぴ
毒
事
長
耳
あ
た
り
在
、
の
ょ
っ
突
き
果
た
し
て
安
全
い
た
だ
き
た
い
急
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
昼
休
み
さ
て
お
り
、
地
隣
の
震
の
お
や
じ
さ
ん
は
、
上
品
離
農
轟
若
返
路
に
は
、
半
島
半
焼
の
争
点
乙

組
出
し
て
み
る
と
、
語
れ
は
ど
ん
ど
ん
か
わ
ら
が
た
く
さ
ん
重
な
り
合
員
正
確
な
情
報
と
明
か
的
ノ
を
箆
の
と
き
は
竹

E
f
f語
れ

て

長

、

室

長

暴

襲

警

語

勢

げ

の

書

官

、

も

主

人

室

長

7iillJ

2r時計
誌

は

お

民

川

町

長

木

村

一

一

一

壬

一

一

さ

ん

〈

善

意

一

一

一

一

七

一

と

い

う

ζ

と
を
一
腰
て
い
た
の
で
十
日
開
諮
問
一
向
高
め
よ

Ais-し訪
日

前

抗

日

;

一

獄

す

純

一

t~。
私

は

ま

っ

た

の

で

、

外

で

ぎ

る

の

で

、

道

路

が

金

書

に

立

た

な

く

警

が

消

え

て

し

ま

っ

た

。

第

一

日

議

襲

撃

子

し

ま

い

ま

し

た

a

t

。

襲

に

逃

げ

Zも
全

滅

し

て

し

ま

一

ン

て

対

一

ス
を
や
る
よ
う
仁
調
子
を
と
っ
て
方
々
な
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
封
建
そ
ダ
ぷ
多
量
は
、
真
つ
富
で
非
常
に
図
っ
て
以
鞠
麟
緩
沼
に
か
け
で
あ
っ
た
二
宮
古
重
は
じ
め
は
、
と
に
雪
上
仔
ま
フ
い
ま
し
た
。
一
べ
一

な

が

め

て

い

た

皇

室

や

お

客

さ

ん

策

基

じ

て

い

た

だ

言

。

ー

が

な

ヂ

し

ま

つ

だ

議

欝

い

長

z
z
i
f
iッと
い

う

告

と

と

も

に

、

四

員

長

へ

撃

し

ま

し

た

が

戸

離

と

担
当
在
日
そ
の
瞬
間
何
日
目

Hill
務
鳩
山
山
諮
問
議
選
…
…
…
川
町
…
一
切
れ
れ
己
主
市
民
日
括
和
昨
日
同
h

u

説
話
口
H
d
u
H
M
3

雨

対

応

山

崎

市

山

…

治

品

目

一

い

が

つ

謀

略

日

訪

日

間

一

一

間

一

引

い

日

間

諮

問

説

明

判

明

…

一

一

片

山

口

日

付

訪

日

川

口

出

ー

も

抽

警

つ

い

て

い

組

員

川
の
中
へ
転
が
れ
十
そ
し
ま
川
、
家
た
ら
い
い
の
か
な
ど
、
地
露
で
あ
る

ι
の
方
は
罰
金
〈
土
問
)
で
す
か
ら
、
国
払
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
正
飛
車
え
て
行
き
ま
し
た
。
る
と
は
尋
問
い
な
が
ら
も
、
外
へ
出
て
口
和
模
川
堤
防
は
全
部
破
壊
い
た
い
の
は
鐙
害
対
す
る
雪
害

関
東
大
震
災
の
平
塚
の
被

3
…

話

町

長

引

出

品

購

欝

欝

欝

轟

轟

轟

曜

講

鱒

鞠

盤

鶴

議

曙

襲

撃

覇

饗

議

藤

本

市

郎

詰

九

分

ぎ

田

村

六

室

長

刊

誌

詰

r
J

ま

し

だ

び

っ

く

り

し

号

一

一

七

響

君

臨

翌

日

投

融
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舗

議
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時
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注
目
パ
イ
ロ
ッ
ト
由
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な
ん
乙
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ぶ
れ
て
い
る
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一
間
一
一
二
一
た
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E
F
t
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1
1
空
襲
融
堅
持
鰐
議
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警
一
日
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議
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懇

繍

襲

撃

麟

襲

撃

欝

齢

勝

弘

額

修

麟

襲

膨

襲

撃

機
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鞭
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緩

臨
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Y酢
襲
撃
乱
暴
〈
あ
た
っ
て
い
た
が
、
地
震
で
一
外
へ
了
メ
ー
タ
ー
か
ら
一
メ

iiくら
い
う
こ
と
事
え
れ
ば
、
震
震
わ
か

輩
が
四
千
百
九
十
二
戸
、
半
壌
が
一
一
千
一
一
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事
石
…
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震
霊
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寵
露
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っ
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っ
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し
た
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藤
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。
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岸
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蒋
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れ
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ぶ
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ぶ
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が
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割
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感
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と
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落
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